
玉野総合医療専門学校 - 90 -  

令和５年度 事業計画 

玉 野 総 合 医 療 専 門 学 校 

 

「保健医療福祉のトータルケアの実現と一人ひとり

が人権を尊重し、地域社会において健康で心豊かな

生活を営み、すべての人が等しく生きる社会の実

現」を学校の理念として掲げ、21 世紀の福祉社会

が求める保健医療のスペシャリストを育成します。

 

 

 

 

加計学園の建学の理念および本校の校是「学・術・道」を踏まえて、高い倫理観をも

つ豊かな人間性を養い、豊富な専門知識と確かな技術を身につけ、社会構造・医療構造

の変化に対応できる２１世紀の医療・保健・福祉のスペシャリストを養成します。その

ために本校は以下の６つのビジョンを掲げ、各ビジョンに基づく中期計画の実現のため

に、今年度の各事業に取り組んでまいります。 

 

 

＜６つのビジョン＞ 

１．医療関連社会で活躍でき得る人材（学生）を育成する。 

２．学生ひとりひとりの成長を支え、成果を具体化する。 

３．ＩＯＴ・ＩＣＴを活用する教育・医療分野への環境整備・人材育成を目指す。 

４．研究マインドの保持と医療現場の実情を基にした教育能力を発展させる。 

５．地域社会と共に行動し、互いの発展に寄与する。 

６．全体の統一方針を確立し、学科間の相互理解を進展させ、教員・学生が納得できる学校運営を目指

す。 

 

玉野総合医療専門学校 校長 北山 順崇 
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Ⅰ．教育について 

１．充実したカリキュラム整備に関する中期目標 

４年制課程のメリットを活かし、国家資格取得に必要な教育のみならず、将来現場で必要となる関連分野のスタッフの

知識・技術を学び、医療関連分野で幅広く活躍可能な人材の育成を行う。また、ＩＣＴを活用した医療社会への変化に対

応するための教育を実施する。 

中期計画 事業計画 

①（保健看護学科） 

看護師・保健師２つの国家資格の取得を目

指し、指定カリキュラムを中心とした教育

内容を多くの実務家教員にて実施する。 

各学科において国家試験全員合格を目指すため、法令に基づいたカリ

キュラムの配置に加え、専門科目の理解を深めるため多くの実務家教

員の配置を行う。 

（保健看護学科）令和４年度生から改正された養成施設カリキュラム

により充実させた看護師基礎教育の他、保健師に関する科目の理解を

４年制のメリットを活かして深めさせる。 

（理学療法学科） 

理学療法士の国家資格取得に加え、スポー

ツ分野に特化したトレーナー養成科目を配

置し、幅広い活躍が行える人材を養成す

る。 

（理学療法学科）国家資格取得に必要な科目の他、対象者の心に寄り

添い、気持ちの理解ができる人材の養成を行う。また、スポーツトレ

ーナーに関する資格を目指す学生に対する教育を充実させる。 

（作業療法学科） 

作業療法士の国家資格取得に加え、保育士

国家資格の取得が行えるよう関連科目の対

策講座を実施する。作業療法士の活躍の場

が広がっている社会に対応した教育を実施

する。 

（作業療法学科）保育士など作業療法士の資格を活かした就職先で

活用できる資格取得をサポートする取り組みを行う。 

②ＩＣＴを活用した授業科目の配置と情報

機器利用環境の整備を実施する 

実習設備を活用し実践的な教育を多用し学びを深める。また、医療

現場で普及が進むＩＣＴ医療に関する学びも授業科目に取り入れて

いく。 

 

２．入学者選抜方法の検討に関する中期目標 

適切な入学者選抜の実施により、各学科並びに各職種において求める人物像や目的意識をしっかりと持った学生を受

け入れる。 

中期計画 事業計画 

①大学入学者選抜実施要領を参考に本校が

求める人物像を選抜するための入試方法を

検討・実施する。 

入学志願者の能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定する

ための入試を実施する。 

②入試方法の妥当性の検証を行うため、入

試区分による在学生の成績追跡調査を行

う。 

入試区分による在学生の成績追跡調査を行い、定期試験の結果から得

られる情報を基に、学生指導に活用、また次年度の入試方法に反映さ

せる。 

 

３．教育の質保証に関する中期目標 

教育活動の質や学修成果の水準等を保証するため、多面的に自己点検評価を行う。 

中期計画 事業計画 

①教育活動、学修成果などに関する自己点

検評価を定期的に行う。 

自己点検評価報告書を作成し、改善に努める。 
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中期計画 事業計画 

②授業アンケートを定期的に行い、集計結

果の内容をフィードバックさせ、改善に努

める。 

学生による授業アンケート（前期・後期）を実施する。 

本校が目指す教育内容に関して非常勤講師と情報交換の場を設ける。 

③教員間による授業観察を定期的に行い、

教授方法に関する考察を行う。 

校長・副校長等による授業観察を実施し、その結果を教育・指導力向

上に活かす。 

 

 

Ⅱ．研究・創作について 

１．研究の推進に関する中期目標 

教員の研究活動を推進し教育効果を上げることに繋げるため、個人研究費の配分を行う。 

中期計画 事業計画 

①各年度において適切な研究計画が実行さ

れるよう、研究計画及び予算計画に基づき

配分を行う。 

各年度において適切な研究計画が実行されるよう、研究計画及び予算

計画に基づき配分を行う。 

②各年度において研究成果の発信を行うた

め、紀要の発行を行う。 

研究成果の発信を各機関に行うため紀要を発行する。 

 

 

Ⅲ．学生支援について 

１．学生支援に関する中期目標 

個々の学生が抱える問題に対処するため、学生及び保護者との面談の機会を設け、充実した学生生活が送れるようサポ

ートを行う。 

中期計画 事業計画 

①学校生活や家庭での生活状況を情報共

有、また学生の変化に即応できるよう最適

な時期に保護者懇談会を実施する。 

保護者と教員が連携した学生サポートを行うため、保護者懇談会を実

施し、相互に情報の共有が行える関係性を築く。遠方からの進学者や

各家庭の事情に合わせオンラインなど他のツールを活用した連絡方

法を活用する。 

②講義内容への理解が不十分な学生の理解

度を高めるため、授業の前後、放課後等を

利用し、個別相談や個別指導を行う。 

学習意欲の低下から退学につながらないようにするため、学生個々の

理解度をＧＰＡ等の指標を基に、個別指導や相談を実施する。 

③国家資格の合格率を高めるため、通常の

授業に加え、過去の出題傾向などを考慮し

た対策講座などの実施を行う。 

業者模試を活用し、学生個々の理解度に応じた国家試験対策を実施す

る。 

 

２．生活支援に関する中期目標 

充実した学生生活を送るため、課外活動、通学支援や各種奨学金のサポートなどの支援を行う。 

中期計画 事業計画 

①各部活の活動が十分に行えるよう設備支

援、人的支援、金銭的支援を行う。 

練習環境の整備や大会への出場を目指す部活の活動を支援するため、

顧問を中心とした人的サポートや金銭面での援助を行う。 
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中期計画 事業計画 

②多様な学生を積極的に受け入れるため、

スクールカウンセラー等による相談しやす

い体制を整える。 

過去のカウンセリング内容を基に、希望する学生にとってさらに相談

しやすい体制の整備を行う。 

③毎年変化する在校生の通学状況を調査

し、公共の交通機関以外による通学者の安

全で快適な選択肢を提供する。 

遠方から通う学生の通学に係る負担を軽減するため、ＪＲ岡山駅、Ｊ

Ｒ倉敷駅、ＪＲ茶屋町駅から本校までの無料スクールバスを運行す

る。また、構内に駐車場を設けることで通学の利便性高める。 

④経済的理由により修学の機会が損なわれ

ないよう、各種奨学金支援制度の内容紹介

を行う。 

各種奨学金の情報を提供し、安定した学生生活が送れるようサポート

する。 

 

 

Ⅳ．社会・地域連携・貢献について 

１．地域貢献・社会連携活動に関する中期目標 

地域の各種イベントに教職員・学生が参加し交流の機会を設けることで、地域の活性化を目指す。 

中期計画 事業計画 

本校教育内容と関連性のあるイベントへは

積極的に参加し、地域の方々に本校の教育

内容を理解してもらいながら交流を深め

る。また、地元の高校生等に医療に関する

学びの機会を設ける。 

地域のイベントにおいて本校の教育内容を生かしたブースの出展や

ボランティアとして参加し、地域の方と交流を深める。また、地域の

中高生に対して学内での医療に関する学習の機会を与える。 

 

 

２．地域貢献を通して本校の教育内容をＰＲする中期目標 

本校の教育内容を活かし、医療に関する最新情報を提供するため公開講座を実施する。 

中期計画 事業計画 

本校の教育内容を公開講座を通じて紹介す

るため、医療に関するテーマの公開講座を

年間約３回実施する。 

本校教員による医療に関する内容をテーマとした公開講座を８月に

実施する。 

 

 

Ⅴ．ＤＸについて 

１．情報通信技術の活用に関する中期目標 

医療や教育現場におけるＩＣＴの活用ならびに拡大が加速するため、医療分野に係るＩＣＴ教育の導入ならび教育に

必要な機器の整備を行う。 

中期計画 事業計画 

教育の中でＩＣＴを活用するため、教室や

実習室など学内全ての場所においてネット

ワークが利用出来る通信環境整備を行う。 

医療分野で利用されているＩＣＴを調査し、教育の中で実施可能な機

器やソフトの導入を行っていく。 

オンライン診療やＩＣＴ技術で必要な項目

を調査し、カリキュラムの導入や講師の検

討を行う。 

医療現場で導入されているＩＣＴの事例を学ぶため、医療機関や企業

の協力を得て講義の実施などを行う。 
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Ⅵ．組織・運営について 

１．学校運営組織と基盤の確立に関する中期目標 

学校運営に関する全学的事項を定めるため、各種会議を体系的に機能させ、改善項目に迅速に対応できる組織を築く。 

中期計画 事業計画 

各種会議で検討する事項ならびに課題を明

確にし、課題解決に必要なプロセスを教職

員で共有することで人員配置の変更によら

ない強い組織づくりを目指す。 

学校運営方針の決定に必要な事項について、各種会議において専門的

な事項を審議する。 

 

 

Ⅶ．内部質保証について 

１．自己点検評価に関する中期目標 

自己点検評価の実施により教育の質向上を実現する。 

中期計画 事業計画 

自己点検評価の実施を継続的に実施し、そ

の結果を改革・改善に繋げることで質の維

持・向上を実現する。 

自己の活動を評価するため、各教員において自己点検評価を実施す

る。 

 

 

Ⅷ．教育研究環境について 

１．教育研究環境に関する中期目標 

養成施設指定基準に基づいた教育環境維持のため、計画的に実習設備等の見直しを行う。また、自主的に学習に臨む学

生のための環境整備を行う。 

中期計画 事業計画 

購入から一定の期間が経過している機器に

ついて、教育上使用に問題が無いか点検・

整備を行う。また、実践的な教育を行うた

め、現場で使用している機器との乖離が見

られる場合は購入を検討する。 

各学科で行われたカリキュラム改定に伴い、必要となる設備の整備を

行う。また、講義の理解度を高めるため視聴覚設備の整備を各教室に

行う。 

 

２．教育研究環境に関する中期目標 

図書室の学習環境ならびに設置する蔵書を充実させ、学習環境の充実を行う。 

中期計画 事業計画 

自主的に学習に臨む学生をサポートするた

め、専門分野に関連した図書の購入を行

う。また蔵書検索や無人貸出を行っている

図書館システムの見直しを行う。 

養成施設運営に必要な図書の他、各学科からの要望に応じた図書の購

入を行う。また、情報検索用の端末の追加を行う。 
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３．教育研究環境に関する中期目標 

全ての教室でＩＣＴを活用した講義（オンライン含む）が実施出来るよう環境整備を行う。 

中期計画 事業計画 

講義やレポート作成の環境を整えるため、

パソコン教室のシステムやソフトウェアの

整備を定期的に行う。 

オンライン授業やインターネットを利用した教材などに対応するた

め、教室や控室へのＬＡＮ・Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備を行う。 

 

 

Ⅸ．運営・財政基盤について 

１．財政状況の安定化に関する中期目標 

安定した学校運営を行うため、収入増加及び支出減少に必要な取り組みを行う。 

中期計画 事業計画 

①安定した学納金収入を維持するため、学

生募集活動を強化し、入学定員を確保す

る。 

資料請求者やオープンキャンパス参加者の分析を行い、適切な広報活

動を行うことで入学者の定員確保に努める。 

②退学による収入減少を抑えるため、担任

を中心とした学生指導を取り組む。 

退学につながる状況を未然に防ぐため、過去の退学者の傾向を分析

し、在校生への指導に役立てる取り組みを行う。 

③人件費増加を抑制するため、新規採用時

には各学科の年齢構成ならびに専門分野の

配置を考慮し採用を行う。適正な基準(年齢

構成)等を活用する。 

各学科において配置する教員（専任・兼任）について、適正な人数や

年齢構成比となるよう採用計画を作成し、計画に基づく募集・採用を

行う。 

④削減可能な執行内容や合理化可能な業務

がないか調査・検討する。 

見積額の妥当性を検証するための方法や契約内容の精査を行う。 

 

２．情報発信力の強化に関する中期目標 

教育活動の内容や受験生が求める情報がネットによる媒体を通じて十分に発信されている状況を目指す。 

中期計画 事業計画 

①学内の活動状況を分析し、ホームペー

ジ・ＳＮＳなど、メディアごとの特徴を踏

まえ、効果的な情報発信を定期的に行う。 

広告掲載やホームページ・ＳＮＳなど、メディアごとの反応状況を分

析し、効果的な情報発信方法に予算等を投じる。 
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主な行事予定 

4 月 4 日 入学式（新入生登校日） 

5 月 13 日 宣誓式（保健看護学科） 

5 月 14 日 全学科オープンキャンパス 

7 月 9 日 入試説明会 

7 月下旬 前期定期試験 

8 月上旬 玉野まつり 

８月下旬 市民向け公開講座 

9 月下旬 保護者懇談会 

9 月下旬 後期授業開始 

10 月中旬 特別入試、指定校推薦入試他 

10 月 28 日 優勇祭（学校祭） 

11 月 11 日 推薦入試Ⅰ期、ＡＯ入試 

12 月 9 日 推薦入試Ⅱ期、ＡＯ入試 

1 月 27 日 一般入試Ⅰ期、ＡＯ入試 

2 月 17 日 一般入試Ⅱ期、ＡＯ入試 

2 月下旬 国家試験受検（看護師、保健師、理学療法士、作業療法士） 

3 月上旬 非常勤講師連絡会議、実習指導者連絡会議 

3 月 10 日 卒業証書授与式 

3 月 16 日 一般入試Ⅲ期 

 

学生数・教職員数 

■在籍学生数 

 

■教職員数 

 

（令和5年5月1日現在）

保健看護学科 40 34 160 150

理学療法学科 40 37 160 133

作業療法学科 40 23 160 93

120 94 480 376

（単位：人）

在学者数

医療専門課程

合　　　計

課程・学科名 入学定員 入学者数 収容定員

（令和5年5月1日現在）

校長 副校長 教員 教員　計 事務職員

（※副校長1名は教員兼任） （単位：人）

1 1 26 28 6
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財務関係 

■事業活動収支 

 

 

■財務改善に向けた取組 

収入面においては、学生生徒納付金の増加として収容

定員充足率を高めるため、志願者を確保し入学定員充足

率を高める学生募集を実施します。また、退学による学

生数減少を防ぐため、退学につながる要因を早期に把握

し教職員一同で学生指導にあたる取り組みを実施しま

す。 

支出面においては、高騰を続ける光熱水費の削減のた

め、空調設備の温度設定など全学での節約を呼びかける

取り組みを実施していきます。また、節電効果が期待さ

れる LED 照明への取り換えを順次行っていきます。この

他、人件費においては各学科において、年齢構成・専門

分野を考慮した採用を計画し、専任教員ならびに非常勤

講師の効率的な配置により人件費の削減を目指します。

 

■施設設備整備計画（抜粋） 

教育研究用機器の整備として、パソコン教室に設置しているパソコンのリプレース２期目として残りの 20 台数をリプ

レースする計画としています。また、普通教室に設置のプロジェクター・スクリーンの規格が古くなっていることから

今年度は４教室リプレースする計画としています。この他、学生情報を管理するシステムのハードウェアのメーカー保

守が終了となっている機器のリプレースを計画しています。 

主な装置・設備関係                                    （単位：千円） 

事業名 金額 

プロジェクター・スクリーン 2,600 

パソコン教室ＰＣ20 台リプレース 2,500 

教学システムリプレース 800 

 

（単位：千円）

令和５年度

予算額

令和４年度

決算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 424,840 402,929

経 常 費 等 補 助 金 50,000 49,546

そ の 他 収 入 7,750 6,395

計 482,590 458,870

人 件 費 299,510 291,019

教 育 研 究 経 費 130,438 112,637

管 理 経 費 45,010 36,866

そ の 他 支 出 0 70

計 474,958 440,592

7,632 18,278

収 受 取 利 息 等 0 1

支 借 入 金 利 息 等 0 0

0 1

7,632 18,279

収 資 産 売 却 差 額 等 0 0

支 資 産 処 分 差 額 等 0 0

0 0

7,632 18,279

△ 20,200 △ 8,395

△ 12,568 9,884

　　　　　　　　　年度

　　科目

当年度収支差額
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別
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基本金組入前収支差額

基本金組入額合計




